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毎日花に水をかける たち （東駅前ロータリー）子と． も

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
ひ
ろ
め
、
う
る
お

い
の
あ
る
生
活
を
育
て
、
清
潔
で
美
し
い
環
境

を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
。

市
民
運
動
推
進
協
議
会
の
美
し
い
環
境
づ
く

り
運
動
部
会
で
は
、
子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

婦
人
会
と
協
力
し
て
、
道
路
や
公
園
、
学
校
な

ど
に
花
の
苗
六
万
二
千
本
を
植
え
ま
し
た
。

花
は
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
カ
ン

ナ
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
で
、
今
き
れ
い
に
咲
き
ほ

花
こ
っ
て
い
孝
卑
９
。

い
つ
ぱ
い

街昭和49年茨城国体

に
・
職
場
に

家
庭
に
・
心
に

国体へ

スポーツ茨城

県くﾞるみ

高萩市は準硬式野球の会場
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市 報 (2）ぎた か は(8月号）
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４
、
Ｊ
、
、
ノ
ー
１
ノ
ー
、
Ｊ
１
、
ノ
ｊ
１
１
ｊ
Ｉ
１
ｒ
や
１
ノ
ー
、
ノ
ー
、
／
、
、
ノ
、
Ｖ
尚
Ｊ
く
Ｖ
ｊ
ｊ
１
ｊ
４
、
ｌ
Ｊ
ｑ
Ｖ
ノ
ｑ
Ｖ
Ｉ
ｊ
６
１
ｊ
４
、
山
Ｊ
１
Ｖ
ｊ
ｆ
Ｖ
八
４
ｙ
ノ
ー
ｖ
ｆ
１
Ｖ
ｆ
－
Ｙ
Ａ
４
Ｖ
Ａ
０
１
Ａ
４
Ｖ
ｆ
ｑ
Ｙ
Ａ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ｆ
Ｙ
ハ
ー
Ｖ
Ａ
４
Ｖ
Ａ
刊
Ｙ
八
Ⅲ

想
い
尊
い
も
の
と
し
て
見
直
さ
れ
過
去
の
経
済
力
の
市
街
地
隼

蕊
澤
雲
蕊
蕊
蕊
悪

随長市

し
げ
に
用
い
ら
れ
た
時
期
も
あ
な
問
題
が
出
て
い
る
反
面
、

毎
朝
市
役
所
へ
出
勤
の
た
め
つ
た
ほ
ど
、
人
間
の
心
は
、
目
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

の
山
道
を
走
り
な
が
ら
、
ラ
・
シ
先
の
現
象
に
思
い
上
が
り
や
す
山
村
で
は
、
経
済
性
に
恵
杢

オ
か
ら
流
れ
る
光
化
学
ス
モ
ッ

住
み
よ
い
都
市

グ
情
報
な
ど
を
聞
い
て
い
る
と

大
都
市
と
地
方
都
市
の
生
活
環
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

境
の
ち
が
い
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
い
も
の
で
す
が
、
い
ま
や
人
類
ず
人
口
減
少
の
傾
向
が
ゑ
ら

山
ま
た
山
に
か
こ
ま
れ
き
び
全
体
の
課
題
と
し
て
、
過
去
の
ま
す
つ

し
い
自
然
条
件
の
下
、
発
脹
が
反
省
上
に
た
っ
た
「
自
然
と
人
こ
の
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン

阻
害
さ
れ
て
き
た
こ
の
山
あ
い
間
生
活
の
調
和
」
が
求
め
ら
れ
を
な
く
し
、
広
大
な
土
地
に

を
埋
め
る
緑
が
、
こ
れ
か
ら
は
て
い
ま
す
。
ま
れ
た
高
萩
市
の
中
で
、
市

人
間
の
生
活
に
か
け
が
い
の
な
高
萩
市
も
市
街
地
付
近
で
は
が
快
適
な
生
活
を
営
め
る
上

市長随想

蕊
二二

１

１

４
１
‐
！
‐
１
１
‐
１
Ｊ
１
４
１

て
い
ま
す
。
ま
れ
た
高
萩
市
の
中
で
、
市

高
萩
大
心
苑
の
束
に
建
設
し

て
い
た
市
営
野
球
場
は
、
七
月

に
完
成
し
、
八
月
一
日
か
ら
一

般
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

高
萩
大
心
苑
の
束
に
建
設
し

こ
の
野
球
場
は
、
セ
ン
タ
ー
話
併
全
に
支
障
力
あ
る
と
き
は

』
い
た
市
営
野
球
場
は
、
七
月
一
二
○
メ
ー
ト
ル
、
両
翼
九
一
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

に
完
成
し
、
八
月
一
日
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
で
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
使
用
料
の
減
免

似
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
ド
を
含
め
観
存
収
容
人
員
一
万
公
用
ま
た
は
公
益
事
業
の
た

溌

什
鱗
鱗
識
鰯
鰄
蕊
人
、
頁
ロ
分
の
駐
車
場
が
備
え
め
使
用
す
る
と
き
は
、
使
用
料

露

獣

織
狂三
が
己
ら
袖
既
溌
渉
ん
の
体
力
づ
を
幟
辮
搾
溌
蘂
除
さ
れ
ま
す

Ｊ
一
小
針
口
心
”
》
蝉
壺

蕪一Ｆ一垂函ＩＴＦ》一口

寺
》

評

価

や

場

と

し

て

ご

利

用

く

だ

納

付

し

た

使

用

料

は

、

原

則

と
し
て
返
還
し
ま
せ
ん
。
た
だ

》

や

市
営
野
球
場
が
完
成

体
力
づ
く
り
に
ご
利
用
を

‐
０
‐
‐
Ｉ
‐
０
‐
４
０
‐
４
１
‐
ｊ
９
１
ｄ
、
ｑ
ｊ
ｄ
１
ｊ
ｑ
１
Ｊ
０
、
Ｊ
■
１
１
ノ
ー
、
ｊ
Ｊ
０
、
Ｊ
Ｊ
４
１
１
ｒ
０

い
尊
い
も
の
と
し
て
見
直
さ
れ
過
去
の
経
済
力
の
市
街
地
集
中
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
市
政
に

て
き
て
い
ま
す
。
「
自
然
の
征
の
傾
向
を
反
映
し
て
、
快
適
な
与
え
ら
れ
た
大
き
な
使
命
で
も

服
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
誇
ら
生
活
の
障
害
と
な
る
い
ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
で
す
。

し
げ
に
用
い
ら
れ
た
時
期
も
あ
な
問
題
が
出
て
い
る
反
面
、
市
こ
う
し
た
市
づ
く
り
の
目
標

つ
た
ほ
ど
、
人
間
の
心
は
、
目
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
を
定
め
た
、
市
総
合
振
興
計
画

先
の
現
象
に
思
い
上
が
り
や
す
山
村
で
は
、
経
済
性
に
恵
ま
れ
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
の
で
、

ち
か
く
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

住
み
よ
い
都
市
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

海
と
山
の
自
然
と
、
豊
か
な

づ
く
り
を
目
ざ
し
て

人
情
を
誇
り
得
る
魅
力
あ
る
地

い
も
の
で
す
が
、
い
ま
や
人
類
ず
人
口
減
少
の
傾
向
が
ゑ
ら
れ
方
都
市
と
し
て
、
し
あ
わ
せ
な

全
体
の
課
題
と
し
て
、
過
去
の
ま
す
っ
市
民
生
活
を
つ
く
り
だ
す
た
め

反
省
上
に
た
っ
た
「
自
然
と
人
こ
の
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
象
な
さ
ん
と
共
に
努
力
し
て
ゆ

剴
生
活
の
凋
和
一
が
求
め
ら
れ
を
な
く
し
、
玄
大
較
士
也
こ
葱
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
み
よ
い
都
市

づ
く
り
を
目
ざ
し
て

い
も
の
で
す
が
、
い
ま
や
人
類
ず
人
口
減
少
の
傾
向
が
ゑ
ら
れ

全
体
の
課
題
と
し
て
、
過
去
の
ま
す
っ

反
省
上
に
た
っ
た
「
自
然
と
人
こ
の
よ
う
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

間
生
活
の
調
和
」
が
求
め
ら
れ
を
な
く
し
、
広
大
な
土
地
に
恵民

高
萩
市
も
市
街
地
付
近
で
は
が
快
適
な
生
活
を
営
め
る
よ
う

た
り
、
施
設
、
設
備
を
汚
損
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
災
害

や
緊
急
の
た
め
野
球
場
の
使
用

中
止
を
し
た
と
き
、
そ
の
他
施

設
保
全
に
支
障
が
あ
る
と
き
は

許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

使
用
料
の
減
免

公
用
ま
た
は
公
益
事
業
の
た

め
使
用
す
る
と
き
は
、
使
用
料

を
減
額
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す

使
用
料
の
返
還

納
付
し
た
使
用
料
は
、
原
則

と
し
て
返
還
し
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
古
苓
刊
筈
宮
Ｄ
善
ぺ
こ
共
う
Ｌ
よ
へ

廷
，
ｒ
、
‘
ｆ
ｈ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
／
、
卜
Ｊ
、
，
ｆ
ｌ
Ｏ
Ｊ
ｔ
ｌ
，
‐
ｂ
ｒ
ｌ
ｆ
Ｌ
ｒ
Ｌ
ｒ
Ｌ
，
Ｉ

風
水
害
な
ど
に
よ
る
野
球
場
の

状
況
で
休
場
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
使
用
時
間
は
、
午
前
八

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
特
別
の
場
合
は

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
料

・
使
用
者
が
入
場
料
を
徴
収
す

る
場
合
は
、
一
日
最
高
入
場
料

の
百
人
分
を
徴
収
し
ま
す
。

・
入
場
料
を
徴
収
し
な
い
場
合

８
時
か
ら
皿
時
ま
で
八
百
円

狸
時
か
ら
喝
時
ま
で
千
二
百
円

８
時
か
ら
肥
時
ま
で
二
千
円

３
時
以
前
、
喝
時
以
後
、
練
習

・
一
時
間
に
つ
き
二
百
円

た
だ
し
、
市
内
の
小
中
学
校
が

使
用
す
る
場
合
は
無
料
、
市
内

の
高
等
学
校
は
規
程
料
金
の
五

○
・
〈
－
セ
ン
ト
、
県
内
小
中
高

等
学
校
は
規
定
料
金
の
七
五
。
〈

－
セ
ン
ト
、
以
上
の
ほ
か
市
外

鈴
木
藤
太

市
報
保
存
者
を

表
彰
し
ま
す

市
報
「
た
か
は
ぎ
」
は
今
月

号
で
一
五
○
号
に
な
り
ま
す
が

あ
な
た
は
こ
の
う
ち
何
号
ぐ
ら

い
保
存
し
て
い
ま
す
か
。

市
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、

永
く
保
存
し
て
い
る
方
を
表
彰

い
た
し
ま
す
。

創
刊
号
は
、
昭
和
三
十
年
九

月
十
日
発
行
の
「
高
萩
市
生
活

改
善
」
で
、
三
十
一
年
八
月
五

日
発
行
の
第
十
一
号
か
ら
「
市

報
た
か
は
ぎ
」
と
改
題
し
、
現

在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

創
刊
号
か
ら
第
一
五
○
号
ま

で
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
創
刊

号
は
な
い
が
全
部
で
百
号
以
上

保
存
し
て
い
る
方
は
、
九
月
三

十
日
ま
で
に
市
民
相
談
室
へ
、

は
が
き
、
ま
た
は
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

の
者
が
使
用
す
る
場
合
ば
規
定

料
金
の
一
五
○
・
〈
－
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
拡
声
機
・
ス
コ
ァ
ポ
ー
ル
ド

の
使
用
料
は
、
半
日
五
百
円
、

一
日
千
円
で
す
。

・
使
用
時
間
が
、
そ
の
区
分
の

時
間
に
満
た
な
い
場
合
で
も
、

時
間
割
計
算
は
行
な
い
ま
せ
ん

使
用
後
の
清
掃

使
用
者
は
、
使
用
後
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
な
ら
し
、
ス
タ
ン
ド
を

使
用
し
た
場
合
は
、
必
ず
清
掃

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
教
育
委
員
会
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

恥
弱
一
つ
隔
需
敲

母
跳
一
総
罵
識

半
一
口
畔
迎
え
ま
す
。

。
》
、
今
ノ
《
恥
さ
て
、
夏
の
あ

淫
呼
躍
羅
蕊

な
い
が
ち
で
し
た
が
、
湿
度
が

低
く
な
る
と
体
温
の
発
散
が
よ

く
な
っ
て
、
細
胞
の
活
動
が
朧

ん
に
な
り
、
勢
い
食
欲
も
阯
撫

に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
し

か
し
、
食
欲
が
出
て
お
い
し
い

か
ら
と
い
っ
て
食
べ
す
ぎ
れ
ば

胄
腸
を
こ
わ
し
下
痢
を
お
こ
し

た
り
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
夏
の
あ
い
だ
、
冷

た
い
も
の
や
、
あ
っ
さ
り
し
た

食
事
に
馴
れ
て
い
た
胃
腸
が
、

ま
だ
本
来
の
消
化
能
力
を
回
復

し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
へ
、
急
に

お
い
し
い
食
馴
を
つ
め
こ
ま
れ

過
重
な
負
担
を
か
け
て
い
る
こ

と
か
ら
起
こ
る
現
象
で
す
。
い

く
ら
「
食
欲
の
秋
」
と
は
い
う

も
の
の
腹
も
身
の
内
で
す
。
夏

の
雪
い
さ
か
り
に
失
っ
た
ス
タ

ミ
ナ
や
弱
っ
た
内
臓
を
、
食
事

だ
け
で
一
挙
に
と
り
も
ど
そ
う

と
す
る
の
は
雌
理
で
す
。
あ
せ

ら
ず
に
ゆ
っ
く
り
回
復
を
待
つ

よ
う
に
し
た
い
鴫
の
で
す
。

台
風
の
心
配
は
九
月
は
も
ち

ろ
ん
十
月
ま
で
安
心
で
き
ま
せ

ん
。
家
の
内
外
を
よ
く
調
べ
て

お
き
ま
し
ょ
う
〕
土
台
は
し
っ

か
り
し
て
い
る
か
、
壁
や
窓
わ

く
が
痛
ん
で
い
る
と
、
そ
こ
か

ら
風
が
吹
き
こ
ゑ
、
屋
根
全
休

が
吹
ぎ
と
ば
さ
れ
た
例
を
よ
く

き
き
ま
す
。
修
即
個
所
が
大
き

く
な
ら
な
い
う
ち
に
手
だ
て
を

熊
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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(3) 市 報 ぎた か は (8月号）

昭
和
四
十
七
年
度
の
青
少
年

相
談
員
五
十
名
を
委
咄
し
ま
し

た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

相
談
員
の
活
動
内
奔
は
、
青

少
年
の
健
全
育
成
非
行
防
止

の
た
め
の
街
頭
袖
導
・
青
少
年

の
た
め
の
相
談
な
ど
で
す
。

な
お
青
少
年
の
範
伽
は
小
学

生
の
始
期
か
ら
、
十
八
才
ま
で

の
者
を
い
い
ま
す
。

征
矢
勉
、
車
和
城
（
本
町
）
北

村
勇
太
郎
、
藤
井
孝
（
春
日
町

）
蛭
田
通
（
大
和
町
）
艸
菌
一

男
、
佐
藤
弘
、
谷
地
功
一
、
矢

代
進
、
安
島
徳
治
、
鈴
木
朝
夫

（
高
浜
町
）
大
友
一
術
、
中
村

五
郎
（
東
本
町
）
平
田
光
男
、

須
田
勝
好
（
有
明
町
）
村
上
輝

雄
、
鈴
木
武
四
郎
、
（
肥
前
町

）
宇
佐
美
忠
、
吉
成
大
治
（
安

市報號ｳ”榊幽 青
少
年
を
健
全
に
育
て
よ
う

相
談
貝
別
名
委
嘱

識
ri

乳卜

鏑
鰔溌蕊

鳶
灘

良
川
）
中
根
敏
、
福
田
威
、
臼

井
進
、
柴
田
香
（
高
萩
）
神
長

貞
之
、
柴
田
正
文
（
石
浦
）
坂

本
富
哉
、
沼
田
貢
、
仲
田
卓
、

佐
川
真
一
、
沼
田
柵
（
秋
山
）

大
高
通
幹
、
根
本
昇
、
時
崎
一

（
島
名
）
大
森
と
も
、
青
山
正

（
高
戸
）
鈴
木
栄
（
亦
浜
）
幌

相
馬
焼
・
鮓
取
場
を
見
物

、
明
「
市
民
号
」
の
参
加
受
付
中

た
だ
い
ま
第
三
回
「
高
萩
市
り
場
と
相
馬
焼
の
窯
元
・
を
見
物

民
号
」
の
参
加
申
込
み
を
受
付
し
て
、
高
瀬
川
溪
谷
を
探
勝
す

け
て
い
ま
す
。
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
十
一
月
五
日
（
日
）
列
車
は
座
席
指
定
で
お
茶
や

日
帰
り
で
福
島
県
浪
江
町
へ
二
コ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
、
売
店
、

列
車
（
一
、
六
○
○
名
）
で
運
マ
イ
ク
の
設
備
が
あ
り
、
パ
ス

行
さ
れ
ま
す
。
請
戸
川
の
鮭
取
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
歩

雛；

蕊…
「市長と語る夕べ」開かる

「市長と語る夕べ」は、 7月12日市中央公民館

に150人が参加して冊かれました。

これは、高萩市青年会議所が主催したもので、

交通や教育問題などについて活発な意見の交換

があり好評でした。 また、鈴木市長は「このよ

うな企匝'をされた青年会議所に感謝するととも

に、市でも賊極的に市民参加の場を持ちたい」

と話しました。

村
幸
一
（
下
手
綱
）
松
本
千
代

矢
吹
仲
行
、
神
代
平
、
関
根
利

雄
、
岩
楜
ま
さ
子
（
上
手
綱
）

佐
川
弘
巳
（
上
君
田
）
松
本
基

（
下
君
田
）
鈴
本
徳
樹
（
樅
川

）
柴
田
英
利
（
芳
栗
）
佐
川
好

男
（
大
能
）
菊
地
茂
明
（
中
戸

川
）
神
長
啓
（
高
萩
小
学
校
）

松
本
三
郎
（
市
福
祉
事
務
所
）

特
別
青
少
年
相
談
員
橋
本
勇

（
日
立
市
川
尻
）

蟻
鍛
箪
々
・
順
鰻
隠
遡
鰄

く
と
こ
ろ
も
少
な
く
て
、
お
年

寄
り
や
子
ど
も
さ
ん
に
も
ゆ
っ

く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す

参
加
者
全
員
に
は
、
昼
食
と
記

念
品
と
し
て
相
馬
焼
の
キ
「
一
ウ

ス
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

費
用
は
お
と
な
（
中
学
生
以

上
）
千
六
百
円
、
こ
ど
も
（
三

歳
以
上
）
千
二
百
円
で
す
。
募

集
人
員
に
ま
だ
有
余
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
団
体
で
も
お
ひ
と
り

で
も
け
つ
こ
う
で
す
。
市
役
所

市
民
相
談
室
で
受
付
け
て
い
ま

す
か
ら
費
用
を
添
え
て
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
申
込
者
で
取
消

す
場
合
は
次
の
よ
う
な
取
扱
い

に
な
り
ま
す
か
ら
、
印
雛
持
参

の
上
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
十
月
二
十
五
日
ま
で
の
取
消

者
に
は
全
額
返
済
い
た
し
ま
す

◎
十
月
二
十
六
日
以
降
は
、
交

通
費
を
お
返
し
し
て
記
念
品
を

県珠算選手権大会で

高萩殊算研究会が最優秀賞

第17回県珠算選手椎大会は、 7月11日水戸短大

付属高校に350人が参加して開かれ、高萩珠算研
究会が総合'31体最優秀賞を狸得しました。

成械、出場者は次のとおりです。

団体P小学校低学年2位(寺本節子＝高萩小･田

所碓子＝東小)D小学校高学年2位（鈴木敏子＝

東小･寺本正子＝高萩'|＼･上野律子＝秋山小)し中

学校1位(山崎紀子、万美智子､ l l l形洋一＝高萩中

）い高校一般2位（武子節子、会沢千秋、小島令

子＝日立女子高。青砥篤子＝日立商高）

「
市
民
号
」
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

今
回
の
「
高
萩
市
民
号
」
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
な
い
ま

す
。
胆
材
は
、
市
民
号
に
関
す
る

写
真
で
す
。
市
民
サ
の
楽
し
さ

明
る
さ
を
表
現
し
た
ス
ナ
ッ
プ

写
真
を
歓
迎
し
ま
す
。

入
賞
者
に
は
市
長
賞
ほ
か
多

数
賞
品
を
さ
し
上
げ
ま
す
か
ら

ふ
る
っ
て
応
募
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

作
品
は
中
央
公
民
館
で
写
真

展
を
行
な
う
ほ
か
、
市
報
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
後
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

さ
し
上
げ
ま
す
。

柔
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

月

』
し

高松宮賜杯第16回全日本軟式野球大会
1｣ 9月15日～9月18日
16チーム出場

高萩市営野球場・高浜グラウンド
I
'1

h
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市報 た か (4）は き(8月号）

公
害
問
題
の
ご
相
談
は

嬬
健
燕
江
口
利
夫
さ
ん
へ

公
害
問
題
に
対
す
る
意
識
の
勧
告
な
ど
を
行
な
い
、
関
係
行

た
か
ま
り
と
と
も
に
、
地
域
住
政
機
関
と
協
力
し
て
、
公
害
の

民
の
保
護
や
生
活
環
境
の
保
全
防
止
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
つ

が
、
県
や
市
の
行
政
で
ま
す
ま
て
い
ま
す
。

す
重
要
な
施
策
に
な
っ
て
き
て
も
ょ
り
の
相
談
員
は
、
江
口

い
ま
す
が
、
公
害
に
関
す
る
苦
利
夫
さ
ん
（
高
萩
保
健
所
電
話

情
を
処
理
す
る
た
め
、
県
で
は
二
六
二
八
）
で
す
。

公
害
相
談
員
を
指
名
し
ま
し
た
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

相
談
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談
ご
注
意
く
だ
さ
い

に
応
じ
、
公
害
の
実
情
を
調
査
大
気
汚
染
に
よ
る
光
化
学
反

し
て
、
当
事
者
に
あ
っ
せ
ん
．
応
は
、
一
昨
年
夏
に
東
京
都
の

《
お
鐸
泌
言
ら
せ
《
い
お
し
ら
せ

置
（
↓

こ
み
集
収
が
変
り
ま
す
て
く
》

也
甲
不
燃
物
も
週
二
回
可
燃

花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
北
部
処
は
別
友
に
収
集
し
ま
す
か
ら
、
山
工

理
場
（
赤
浜
）
の
運
転
開
始
に
必
ず
別
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
な
い
艸

よ
り
、
九
月
一
日
か
ら
ご
み
集
だ
さ
い
。
不
燃
物
は
、
集
め
や
的
に
矛

収
方
法
か
変
り
ま
す
の
で
、
市
す
い
よ
う
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
す
。
ゞ

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
て
十
字
に
ひ
も
が
け
し
て
③
こ
テ
上

願
い
し
ま
す
。
表
記
し
て
く
だ
さ
い
。
た
ば
ね
に
な
胸

ご
み
の
入
れ
物
は
て
も
け
つ
こ
う
で
す
。
一
袋
一
可
岬

紙
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
箱
の
大
き
さ
や
重
さ
は
あ
ま
り
収
倖

ポ
リ
バ
ヶ
ッ
・
木
知
は
や
め
大
き
く
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
収
作

て
、
厚
い
紙
袋
．
薄
い
ビ
’
－
－
ご
み
は
集
団
集
荷
の
手
綱
（

ル
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
入
れ
方
法
で
集
め
ま
す
高
戸

物
ご
と
捨
て
ら
れ
る
も
の
に
し
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
戸
一
く
半

野
菜
く
ず
な
ど
は
十
分
に
水
を
戸
は
集
め
ま
せ
ん
。
標
準
十
戸
セ
ン
“

切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
以
上
、
ま
た
は
百
メ
ー
ト
ル
以
へ
お
函

可
燃
物
と
不
燃
物
は
上
ご
と
に
一
カ
所
の
築
団
で
ご

料
顕

別
の
袋
に
入
れ
て
出
す
桑
を
集
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い

可
燃
物
（
燃
え
る
も
の
）
と
こ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
た
（

不
燃
物
（
燃
え
な
い
も
の
）
と
ん
方
が
話
し
合
っ
て
一
定
の
位
る
刑
叩 料
理

置
（
ス

教
室
へ
ど
う
ぞ

た
の
し
み
な
が
ら
勉
強
で
き

る
刑
理
教
室
を
開
い
て
い
ま
す

立
正
高
校
で
発
生
し
た
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
事
件
以
来
、
大
き
な

社
会
間
鼬
と
な
り
ま
し
た
。

も
し
、
光
化
学
ス
モ
ッ
ク
の

影
響
と
思
わ
れ
る
、
次
の
よ
う

な
症
状
が
発
生
し
た
場
合
に
は

す
ぐ
に
衛
生
課
公
害
係
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
眼
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
癌
い

涙
が
出
る
。

・
の
ど
に
病
毒
が
あ
り
、
せ
き

や
た
ん
が
出
る
。

．
息
苦
し
く
め
ま
い
が
す
る
。

・
頭
痛
が
す
る
、
吐
き
け
、
か
す

る
、
だ
る
さ
な
ど
を
感
じ
》
ａ

テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
決
め

て
く
だ
さ
い
・

可
燃
物
を
収
集
し
な
い

地
区
の
不
燃
物
収
集

山
手
方
面
の
ご
み
を
収
集
し

な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
不
燃
物
だ
け
を
収
集
し
ま

す
。
こ
れ
は
主
要
道
路
上
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
位
置
か
ら
の
収
雛

に
な
り
ま
す
。

可
燃
物
の

収
集
区
域
を
拡
大
し
津
す

収
柴
区
域
を
、
下
手
綱
、
上

手
綱
の
一
部
（
川
側
・
千
代
田
）

高
戸
・
亦
浜
ま
で
狐
げ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
花
貰
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
岻
話
四
三
一
八
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
し
津
す

’

お

Ｉ

ｖ

ら

せ

”

峰》↑

ン
）
を
決
め
ご
婦
人
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

受
講
で
き
ま
す
し
、
費
用
が
安

一
な
い
い
こ
と
な
ど
か
ら
家
庭
の
奥
さ

不
燃
物
収
集
ま
方
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

み
を
収
集
し
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

て
は
、
定
期
日
時
９
月
型
日
（
木
）

を
収
集
し
ま
午
前
加
時
か
ら
正
午
ま
で

道
路
上
の
ス
内
容
季
節
料
理
の
つ
く
り
方

か
ら
の
収
雛
諦
帥
梅
原
令
子
先
生

定
員
二
十
四
名
（
先
着
順
）

会
費
三
百
円

締
め
切
り
９
月
９
日

下
手
綱
、
上
市
中
央
公
民
伽
へ
会
費
を
添

削
・
千
代
田
）
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で

「
下
君
田
老
人
ク
ラ
ブ
」

を
紹
介
し
ま
す

放
送
の
日
時
は
、
九
月
十
四

日
（
木
）
午
後
一
時
二
十
分
か

ら
の
番
組
「
町
か
ら
村
か
ら
」

で
放
送
し
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ｌ
老
人
ク
ラ
ブ
の
薬
草
園
ｌ

高
萩
市
の
下
君
田
地
方
は
、

薬
草
の
宝
庫
と
し
て
一
部
で
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の

漢
方
薬
ブ
ー
ム
で
あ
ら
た
め
て

注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
下
君
田
老
人
ク
ラ
ブ

（
会
長
鈴
木
重
忠
さ
ん
・
会
員

四
十
八
名
）
で
は
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
薬
草

を
裁
培
し
よ
う
と
一
年
程
前
か

ら
薬
草
園
を
作
り
、
五
十
種
類

も
の
薬
草
を
採
集
し
植
え
換
え

ま
し
た
。

や
Ｆ

４
口
Ｊ
１
し
Ｆ
Ｉ
Ｉ
迅
可
ｊ
ｆ
』
弾
１
Ｉ
ｑ
９
ｊ
Ｊ
炉
Ｐ
１
４
々
１
１
炉
Ｐ
‐
１
４
９
Ｊ
し
Ｐ
、
Ｉ
吐
可
ｊ
ｊ
岸
Ｐ
ｉ
Ｉ
ｄ
７
１
Ｐ
Ｐ
１
４
可
ｊ
ｊ
岸
Ｐ
ｌ

ｄ
々
‐
ｆ
歩
Ｐ
ｉ
ｌ
４
■
ｒ
Ｉ
』
Ｐ
ｌ

ｄ
可
Ｉ
ｒ
抄
Ｆ
１
ｎ
句
‐
Ｊ
い
け
‐
■
ｑ
Ｉ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
ｌ

－
老
令
者
等
医
療
手
当
金
の
障
害
年
金
の
請
求
も
れ
は
一

一
受
領
は
指
定
さ
れ
た
日
時
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
一

一
市
で
は
、
国
民
健
康
保
除
の
身
体
に
障
害
が
あ
っ
て
、
日
一

吋

」
被
保
険
者
に
妊
産
婦
医
療
手
当
常
生
活
か
自
分
で
で
き
な
い
と
一

一

一
金
（
妊
娠
の
届
出
の
あ
っ
た
月
か
、
安
静
を
必
要
と
す
る
病
気
一

手
か
ら
出
産
の
月
の
翌
月
「
淵
》
』
．
の
た
め
、
長
期
間
に
わ
一

一
ま
で
）
と
、
老
令
者
囑
戦
稚
刈
》
た
り
日
常
生
活
の
用
兵

、
申
鄙
曲
凸
・
■
・

鳶
手
当
金
（
満
七
十
才
講
蕊
氷
ｆ
て
は
い
け
な
い
と
旦

汀
上
の
老
令
者
）
と
し
》
”
だ
燕
だ
苓
方
で
、
国
氏
年
室

一
弾
織
燕
難
》
一
？
Ｊ
紳
繊
剛
郷
壁

手
払
っ
て
い
ま
す
。

一
該
当
者
に
は
、
支
払
通
知
書
岬
詮
詩
唇
峨
」
ハ
耕
萢
播
州
牡
》
一

一
を
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
、
か
な
が
繰
下
げ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
一

一
ら
ず
指
定
さ
れ
た
日
時
に
受
領
く
わ
し
い
こ
と
は
市
民
課
国
民
一

一
し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
係
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

ｉ
Ｉ
Ｉ

そ
し
て
大
学
の
先
生
な
ど
の
９
月
週
日
（
水
）
午
舸
加
時

協
力
を
得
て
裁
培
可
能
な
も
の
か
ら
午
後
４
時
ま
で
中
央
公

を
研
究
し
て
お
り
、
将
来
は
、
民
館

そ
の
企
業
化
も
考
え
て
い
る
と
交
通
事
故
専
門
の
相
談

い
う
こ
と
で
す
。
○
心
配
ご
と
相
談

番
組
で
は
、
会
長
の
鈴
木
菫
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
か
ら

忠
さ
ん
を
ス
タ
ジ
オ
に
招
き
お
３
時
ま
で
研
修
会
館

話
し
を
伺
い
な
が
ら
、
下
君
田
家
庭
内
の
心
配
ご
と
全
般

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
躍
ぶ
り
を
ス
○
家
庭
児
童
相
談

チ
ー
ル
構
成
で
紹
介
し
ま
す
。
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
ま
で
研
修
会
館

相
談
日
あ
ん
な
い
児
童
の
心
配
ご
と
全
般

○
一
般
市
民
相
談

毎
日
市
民
相
談
室

市
政
に
対
す
る
苦
情
・
要
望

意
見
・
そ
の
他

○
行
政
相
談

９
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で
市
民
相
談
室

国
や
県
、
市
に
対
す
る
苦
情

○
交
通
事
故
相
談

市の人口と世帯数

昭和47年8月1日現在

人口 29． 767人

男 14． 622人

女 15． 145人

世帯 7． 875世帯
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